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ウェルネスツーリズムのデスティネーション：
ドイツ、オーストリアにおける温泉保養地の事例研究
Destinations for Wellness Tourism:  
A Case Study of Spa Resorts in Germany and Austria
谷本　都栄 1）
Toe Tanimoto
［要旨］
　世界のウェルネスツーリズム市場が拡大するなかで、各地でヘルス＆ウェルネス・デスティネーション
の開発が進んでいる。自然資源を活用した療養地として長い歴史を有するドイツ、オーストリアの温泉保
養地も、医療的な施設・サービスのみならず、健康、癒し、美などをコンセプトに非日常的で魅力ある空間・
体験を提供するウェルネスリゾートへと姿を変えつつある。本報告は、両国における現地調査による、現
在の温泉保養地の環境づくりについての事例研究である。
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はじめに 
Global Wellness Institute（GWI）の報告 1）によ
れば、2017 年に世界で 8 億 3,000 万人がウェルネ
ストリップを行い、ウェルネスツーリズムによる
収入は全観光収入の 17％を占め、その市場規模は
6,390 億ドルであった。また、今後 5 年間は平均成
長率 7.5％で市場が拡大すると予測している。
ウェルネスツーリズムの中核はスパツーリズム
であるが、旅行者の目的は、訪れた地域の気候、
自然、食、文化、スポーツ、各種レクリエーショ
ンを通じて心身を解放し、人々と交流し、楽しみ
ながら癒しや活力を得ることである。ウェルネス
ツーリズム市場をけん引する欧米諸国、近年成長
が著しいアジア太平洋地域を含め、健康・自然志
向のライフスタイルだけでなく、多様化する個人
の価値観や嗜好に合わせて新たな価値を加えた施
設やサービスが誕生してきている。
本報告は、国の制度や枠組みの中で病気の治療・
療養の場として発展してきたドイツ、オーストリ
アにおける 4 箇所の温泉保養地の事例研究である
（調査期間は 2018 年 10 月 20 日～ 28 日）。健康保
養地の制度及びマネジメントについての概要、近
年の動向を示した上で、ウェルネスツーリズムの
デスティネーションとして各地域がどのような環
境づくりを行っているかを中心に紹介する。
1．伝統的な療養地からウェルネスリゾートへ
古代より温泉は病気の治癒に効果があることが
知られ、欧州では、温泉医学の発達とともに 18 世
紀から各地に温泉保養地が形成された。初期には、
富裕層が、人口が密集し衛生状態の悪い都会から
逃れ、温泉と風光明媚な景観を求めて数ヶ月間滞
在し、温泉の飲用・吸入・入浴や、森林あるいは
海辺での運動や散策をして過ごしながら健康を取
り戻した。次第に快適なホテルや別荘、劇場、オ
ペラハウス、カジノなど娯楽や社交の場も整えら
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れるようになり、人々が集い、保養地文化が生ま
れた。その後、休暇制度が導入されると、温泉地、
森林地、海浜地での療養・保養は大衆にも広がり、
健康保養地の数も飛躍的に増えていった。
約 170 の温泉地があり、温泉だけでなく地域特
有の気候や自然要素（森林、山、海、泥等）を活
用し、早くから治療や療養に役立ててきたドイツ。
ドイツでは、医学的根拠に基づき自然資源を活用
した療養・保養プログラムを提供する場所をクア
オルト（Kurort）と言う。温泉地以外にも、海浜
地の健康保養地、気候療法 2）やクナイプ療法 3）の
健康保養地があり、合わせるとおよそ 360 箇所に
なる。その他にも、厳密なクアオルトの条件を満
たさない多くの健康保養地が存在する。
1.1　クアオルトの認定条件
各州のクアオルト法の基準となる定義は 1937 年
に定められ、時代に合わせて改訂を続けている。
現在は、ドイツ温泉協会とドイツ観光協会がクア
オルトの基本となる品質基準を規定しており、そ
の基本的な条件として下記の項目を挙げている。
①　 病気の治癒・緩和・予防効果が認められた自
然の治療素材や治療手段があること。その効
果が専門家によって医科学的に証明されてい
ること。
②　 健康に有益な気象・気候条件、清浄な大気が
あること。
③　 治療・療養・保養に適した地域全体の環境お
よび関連施設の整備；
　　 保養地に相応しい落ち着いた景観や建築計画
があること、長期滞在に適した宿泊・飲食・
休憩・娯楽等の施設が整備されていること。
憩いと語らい、楽しみのゾーンがある庭園（ク
アパーク）、文化的な催し物、音楽やスポーツ
レクリエーション等のプログラムがあり人々
の交流の場となる公会堂（クアハウス）、鉱泉
理学療法、運動・食餌療法等の各種療法やリ
ハビリトレーニングができる治療・療養処方
施設（クアミッテルハウス）があること。
④　 道路交通規制、騒音防止、水域保護、源泉保護、
泥炭地の生態系保全、その他（森林・山岳保全、
エコフレンドリーな施設、省資源対策など）、
環境保護・保全の取り組みがあること。
クアオルトの認定に当たっては、温泉医学、環境、
観光等の領域における産官学の専門家や関係者か
ら構成される委員会が評価を行い、最終的に州が
認定してバード（Bad）の称号が与えられる。オー
ストリアでもほぼ同様に Regional State, Land の法
律に基づいて認定され、およそ 75 箇所のクアオル
ト（温泉保養地は 30 箇所）がある。
クアオルトに認定されるということは、最高品
質の健康保養地であるということを示している。
ドイツ温泉協会、ベスト・ヘルス・オーストリア、
欧州スパ協会、その他の専門組織から与えられる
品質保証書により、健康保養地の質を保証し、患
者やクライアントに詳しい情報を提供するしくみ
になっている。
医師の診断によってクアオルトでの治療・療養
の必要性が認められた人には健康保険が適用され、
クア専門の病院で医師や各種療法士によるプログ
ラム処方を受け、中長期滞在しながら健康回復を
はかることができる。
1.2　クアオルトのマネジメント
自然資源を活用して治療やリハビリに役立てる
クア制度は、国民の健康づくり政策や地域振興政
策において重要な位置づけがなされてきた。
ドイツやオーストリアでは、いくつかの大学や
医科大学に温泉医学や健康保養地医学の講座があ
り、医療技術系の専門学校では、理学療法士やマッ
サージ療法士の教育課程に温泉療法や気候療法の
講座が組み込まれている。
温泉療法専門医（クア医）が常勤するクアミッ
テルハウスでは、厳密に患者を管理し、医療的な
処置を施してきた。しかしながら、西洋医学全盛
期にこれらの領域は低迷し、大学での医学教育の
後さらに専門教育を受けなければ資格取得ができ
ないということもあり、クア医の高齢化や常勤医
の確保が問題になっている。現在、クア医の体系
的な教育カリキュラムはなく、クア医の常駐を必
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須とするクアオルトの条件緩和が議論されている。
また、1980 年代頃からのウェルネス志向の高ま
りとともに、温泉保養地の施設やサービスのあり
方に変化が出てきた。医学的根拠に基づきつつ、
楽しみながら健康づくりにむすびつけていくとい
う考え方が主流になってきたのである。
健康保険が適用されるケースでは、患者の症状
に合わせて医師が適したクアオルトを指定するが、
指定された場所が希望に沿わず断る人もいる。ま
た、療養中に医師の指示に従わなかった場合は保
険が不適用になることもある。財政的な問題から
保険の適用要件が厳しくなり自己負担率も上がる
中で、全額自己負担でも、希望や好みに合わせて
滞在地及び滞在プログラムを選ぶ人が増えてきた
のである。
このような状況に対して、受け入れ側では、よ
り多くの人が求める“ウェルネス”ニーズに柔軟
に対応してきた。保険の適用の有無に関係なく、
訪問者数や滞在日数が増えればそれだけ地域に経
済的利益がもたらされるからである。
クアオルトでは、宿泊者は 1 泊 1 ～ 3 ユーロの
利用料を、観光産業に従事する個人・法人の受益
者は自治体の定めに応じてクアタックスを支払う。
クアタックスは、クアオルトに必要な施設整備や
管理、イベント開催などの費用に充てられる目的
税といえる。収入が増えれば新たな投資の財源を
確保でき、雇用創出にもつながる。温泉や観光関
連の企業は地域の重要な就職先であり、欧州全体
で 120 万人以上の雇用を生み出しているが、その
大部分がドイツとオーストリアでの雇用である。
クアオルトの地域マネジメントは、健康保養地
経営に通じた専門家が中心となり、関連組織の連
携のもとに行われる。マネジメントのトップであ
るクアディレクター（自治体の長が兼ねることも
ある）は専門知識や実績を有し、観光に関わる経
営戦略を立て、マーケティング、広報・プロモーショ
ン、施設マネジメント、イベントマネジメントな
どの各部局を束ねている。
1.3　ウェルネス・デスティネーションとしての進化
2000 年代に入りウェルネス志向はますます強ま
り、伝統的なクアオルトでも、多様なニーズに応
えうる滞在プログラム・サービスの開発、それら
に応じた施設のリノベーションや新規整備が進ん
だ。例えば、多くの温泉保養地では、施設の老朽
化や利用者の減少にともない、患者が治療を受け
るクアミッテルハウスの機能をテルメに移し、治
療から健康づくり、リラックスから美容まで幅広
いプログラムを提供するようになっている。
最近では多機能型のテルメにホテルが併設され
た、大規模なウェルネステルメ＆ホテルが増えて
きている。最新の設備を備え、アメニティの高い
空間や魅力的なサービスにより、古めかしい伝統
的な温泉保養地に関心が無かった若い世代の人々
も引きつけている。
治療・療養の場であったクアオルトは、ナチュ
ラル、ヘルシー、ビューティー、スポーティブ、
ラグジュアリーといったイメージをたくみに取り
込み、新鮮さや洗練されたデザインにより新たな
価値を加え、進化し続けている。
EBM（Evidence Based Medicine）、疾患に合わ
せて医学的根拠に基づいた診断と治療方針を示す
こ と は 重 要 で あ る が、NBM（Narative Based 
Medicine）、身体的・精神的・社会的な側面を含め
た全人的なアプローチでは、本人がどのような価
値観を持ち、何を望んでいるかという「物語」を
大切にする。病気を治したい、リラックスしたい、
健康的に美しくなりたい、家族や友人と楽しく過
ごしたい、非日常的な体験をしたい…。包括的健
康の視点から、一人ひとりのウェル・ビーイング
を意識することが必要である。
温泉保養地においては、温泉療法という機能の
みを提供するのではなく、その場所でしか味わえ
ない体験や人との出会いをどう創り出すかを考え
ていく時代になってきた。代々受け継がれてきた
歴史や伝統、ありのままの自然、生活文化は、貴
重な観光資源のみならず地域のアイデンティティ
でもある。その土地ならではの自然・歴史・文化
的資源を、訪れる人々の“ウェルネス”ニーズに
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対して最大限活用し、魅力を発信していくことが
求められている。
近年、経済成長を続ける国々では都市化やモー
タリゼーションが進み、メタボリックシンドロー
ム、ストレス関連疾患、高齢化にともなう健康問
題が増加してきている。経済的な豊かさを手にし
た人々のウェルネスへの希求はますます高まって
いる。温泉保養地は、人々に生気を与え甦らせる
場所として、時代に合わせて姿を変えながらも発
展していくであろう。
2．ドイツの温泉保養地の事例調査
ドイツでは、伝統的な温泉保養地のたたずまい
を残しているバード・アイブリングとバード・ラ
イヘンハルの現地調査を行った。これらのクアオ
ルトは、森林地あるいは山岳地の開けた場所に街
が形成され、街の中心部に治療・療養施設、保養
公園、テルメ、文化・交流施設がある。宿泊施設、
各種娯楽・レクリエーション施設、住民の居住地
が比較的コンパクトなエリアに分散して立地して
おり、ヒューマンスケールで徒歩や自転車で回遊
しやすいのが特徴である。
2.1　バード・アイブリング
バード・アイブリングはミュンヘンから約
60km、オーストリアとの国境にある人口約 1 万
8,000 人、面積 42 ㎢の古くからの温泉保養地であ
る。この地域の温泉水はミネラル含有量が多く（特
に硫黄の含有量はドイツで最も多い）、各種治療に
用いられ、この地域で採れる植物泥炭を用いたモー
図 1　左上 ： クアパーク、 周辺の自然散策路、 クリニックをつなぐウォーキングコースの地図には距離や体重別の
消費カロリー表示がある、 右上 ： リハビリ器具でも歩きやすいよう整備された遊歩道、 左下 ： 様々な催しが
開かれるクアハウス、 右下 ：近隣には個人のクリニック （写真は理学療法と中国伝統医学の開業医） もある
－ 36 －
図 3　左上 ・右上 ： プールドーム、 左下 ：休憩スペース、 右下 ：屋外プール
図 2　テルメ平面図 （BehnischArchitekten,Stuttgart 提供）
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ル療法も特徴的である。
ドイツでは中規模の健康保養地で、地域全体が
ゆったりとした雰囲気の街並みである。街の中心
に、クアミッテルハウス（多目的治療・療法施設）、
クアパーク（保養公園）、クアハウス（保養交流施
設）がある。紅葉が美しい自然林と芝生広場があ
るクアパークには散策路が張り巡らされ、訪れた
人々や住民がリラックスしながら散歩を楽しんで
いた。また、野鳥が集まる池や小川があり、穏や
かな景観と親水空間を創り出している。
広々とした公園内には、レストラン付きのクア
ホテル、各種教室やイベントが開催されるクアハ
ウス、音楽堂、植物療法や土産品に提供されるハー
ブガーデン、子ども向けの遊びの広場や環境教育
用のスペース、テニス等のスポーツエリア、休憩
施設が配置されている。
治療・療養のためのクアミッテルハウスの利用
が減少する傾向はここでも見られ、利用者の多く
は、健康づくりから美容まで多様なサービスを提
供するテルメに向かう。従来は医師の処方により
提供された各種療法も、リラックスや健康的な美
しさを求めるビジターのニーズに応じて、医療的
なイメージからの脱却を図り、ウェルネストリー
トメントの要素が強くなっている。但し、提供さ
れる自然素材は高品質で、医学的根拠に基づいた
手段であることに変わりはない。
2007 年に整備されたテルメは周囲の自然に溶け
込む洗練された建築デザインで、落ち着きのある
明るい空間が心地よい。プールやサウナ、エステ
用のドームの間をつなぐように休憩スペースが多
く配置され、ガラスのファサードや天井窓から自
然光を多く採り入れた設計である。
テーマごとに趣向を凝らした各種浴槽、開放的
な屋外プールがあるテルメエリア、ランドスケー
プが美しい庭や水辺のスペースを含めた各種サウ
ナ小屋があるエリア、モール療法やマッサージ、
各種トリートメントが受けられるウェルネス・
ビューティーエリア、水着とバスローブのまま
ティータイムや食事を楽しめ、バーも備えたガス
トロノミーエリアがある。暗闇にアルプスのパノ
ラマが浮かび上がるドーム、庭に面したサンデッ
キのエアマットなど休憩スペースにも工夫がある。
サウナエリア側にはアイスアリーナが隣接し、
アリーナの利用者もスムーズに入場できる動線で
ある。テルメとサウナを合わせた 1 日チケットの
基本料金は 18 ユーロで、10 時～ 22 時迄（金曜日
と土曜日は 23 時迄）利用できる。
森林地に近いエリアには療養・保養客向けのク
リニックが点在し、周辺にホテルやレストラン、
フィットネス・レクリエーション施設等の滞在環
境が整えられている。宿泊施設は、ベッド数 200
前後でスパやフィットネス施設を備えたホテルが
数軒、ベッド数 20 ～ 50 程度で温かな雰囲気で家
族的なサービスを提供するロッジ風のホテル、ベッ
ド数 10 未満の家族経営のゲストハウスやコンドミ
ニアムがある。
2.2　バード・ライヘンハル
バード・ライヘンハルのライヘンは「多い」、ハ
ルはケルト語で「塩」を意味し、紀元前 2000 年頃
から岩塩の採掘が始まり、中世には塩の生産と交
易で繁栄した。2 億 5 千万年前の岩塩層から採れ
る塩は、「アルペンザルツ」として日本でも売られ
ている。
人口約 1 万 8,000 人、面積 42 ㎢、食塩泉と清浄
な大気が呼吸器系疾患やアレルギー疾患などの治
療に効果的だとして、定評のあるクアオルトであ
る。バーデン・バーデンに並ぶドイツ有数の高級
温泉保養地として 19 世紀には裕福なユダヤ人が多
く集い、ヨーロッパアルプスの山々、森や湖が美
しい山岳都市としても多くの人々を惹きつけてい
る。
高級保養地として栄えた華やかな歴史を感じさ
せる建物が修復・保存され、よく手入れされた並
木や花壇、70 もあるという大小様々な噴水が建物
群と調和して美しい景観を創り出している。街の
中心部はパーク・アンド・ライド方式で歩行者専
用道になっている。目抜き通りはブティック、カ
フェやショップなど趣きのある小さな店が立ち並
び、陽光の暖かい午後の時間をゆっくり過ごす人々
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で賑わっていた。
クアミッテルハウス、クアパーク、クアハウス、
テルメ、クリニックがあるエリアを中心に、自然
公園、スポーツセンター、住宅地の各エリアが広
がりアクセスしやすい。クアミッテルハウスと野
外劇場があるクアパークはコンパクトだが非常に
優れた造園デザインで、早朝から清掃員や庭師が
働く通りや公園はどこも隅々まで手入れが行き届
いている。色とりどりの花が咲き乱れる花壇、優
雅な噴水、大木のある芝生広場の近くには、ベン
図 4　左上：メインストリートのカフェテラス、 右上：クアミッテルハウスのクナイプ療法用の噴水、 中左：飲泉施設、
中右：枝条架装置、左下：クアパークにある気温・湿度・気圧計、右下：健康保養地でよく見られる風よけ籠
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チや風よけ籠、寝椅子が置かれ、人々は大気浴を
しながら思い思いに読書や会話を楽しんでいた。
クアハウスは、各種イベントが開催できる公設民
営の文化ホールに建て替えられ、地元の交響楽団
によるコンサートが日常的に開かれている。
塩の治癒力を利用した古くからある施設も現役
である。ひとつは飲泉施設（Trinkpavillons）で、
症状に合わせて温かい塩水、または冷たい塩水を
飲用する。ここでは、飲用・入浴用の岩塩、コス
メや食用等の様々な塩製品が販売されており、人
気を集めている。もうひとつは枝条架装置
（Gradierhaus）で、ジュートを密に積み重ねたフィ
ルターに食塩泉を滝状に流して霧を吸入する療法
に使用される。1912 年に建造された高さ 20m 超、
幅 160m 超の装置の回りには立派な屋根付きの回
廊があり、治療やリハビリで訪れた人々が霧状の
食塩泉を吸い込みながらゆっくりと歩いていた。
山岳都市ならではの 450m － 1,600m の標高差が
ある道を歩行する地形療法、刺激性の温和な気候
と清浄な大気による気候療法も特徴的である。街
中から山中まで全長 120km にも及ぶという遊歩道
は歩きやすく整備され、持久力トレーニングの運
動処方を受けた患者だけでなく、緑の中で散策を
楽しみたい人、健康的に運動したい人にも満足で
きる環境である。
バード・ライヘンハルでは、温泉療法施設、ク
 
図 5 　バード・ライヘンハル中心部の地図：①伝統的なクアパーク、クアミッテルハウス、クアハウスが
あるエリア、②新しく整備されたテルメがあるエリア、③治療・療養のための総合病院があるエリア
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ア医、各種療法士、クリニックのネットワークが
充実しており、健康保険が適用される治療やリハ
ビリが減少傾向にある中で、呼吸器系疾患、運動
器系疾患、アレルギー、ストレス疾患に対して長
期的なスパンで症状の緩和・治癒を保証する医療
的な枠組みが整えられている。
一方で、インバウンドを意識した新たな投資も
行われている。2014 年に完成したドイツ最大級の
敷地面積を誇るテルメはアルプスの絶景を取り込
んだ設計で、リラックスからアクティブ、健康か
ら美容、ファミリー、カップル、グループなど様々
な利用形態を想定し、老若男女が楽しめるウェル
ネステーマパークの様相である。屋内外の塩泉プー
ル、様々なタイプの浴槽やサウナ、各種トリート
メントを提供するウェルネスセンター、最新のマ
シンを備えたフィットネスセンター、カフェやレ
ストラン、附属の公園があり、多様なニーズに応
えている。テルメとサウナを合わせた 1 日チケッ
トの基本料金は 31.5 ユーロで、毎日 9 時～ 22 時
迄利用できる。
また、周辺地域とのネットワークもよく、観光、
スポーツ、アウトドア・アクティビティなどの滞
在プログラムも選択肢が多く用意されている。テ
ルメでは、マウンテンバイクやキャンピングカー
の貸し出し、アウトドアスポーツ、各種娯楽プロ
グラムと提携したサービスが提供されている。
宿泊施設は、伝統的建造物で格式のあるホテル、
クリニックを併設したホテル、スポーツホテル、
アパートメントホテルまで 100 軒以上ある。療養・
保養に適したエリア、街の賑わいがあるエリア、
山域にアクセスがよくアルプスの眺望が得られる
エリアなど地域全体に分散しており、滞在目的に
応じて選ぶことができる。
3．オーストリアの温泉保養地の事例調査
オーストリアでは、大規模にリノベートして生
まれ変わりつつあるバード・ガシュタイン、現代
的で巨大なウェルネステルメ＆ホテルが目を引く
バード・ゴイゼルンの現地調査を行った。これら
の温泉保養地では、山岳地や森林地の中にクリニッ
ク、テルメ、宿泊施設、娯楽施設が集積したエリ
アが互いに離れて複数あるいは単独で立地してい
ることが特徴である。「健康センター」や「クアセ
ンター」のように、治療・保養・宿泊・飲食・娯
楽機能が集約された近代的な施設が拠点となる場
合、利便性が高く安定したサービスが期待できる。
バード・ガシュタインが他の 3 地区の特色を合
わせて温泉とアウトドアスポーツの環境づくりを
しているのに対して、バード・ゴイゼルンでは、
街の中心部から離れて独立したウェルネスリゾー
トとしての環境づくりをしている。
3.1　バード・ガシュタイン
バード・ガシュタインは、ガシュタイナーター
ル渓谷の標高約 1,000m の急斜面に建物が連なる
歴史的景観がユニークな人口約 5,000 人、面積約
170 ㎢の温泉保養地である。古くはローマ時代に
金の採掘や交易の拠点として栄え、中世の頃から
温泉の効能が広く知られるようになると皇帝や王
侯貴族、資産家が多く訪れた。豊富な温泉水が注
ぎ込む自然の岩風呂、世界で唯一のラドン坑道療
法 4）でも有名である。
また、冬期はスキーリゾートとして欧州各地か
らスキーヤーやスノーボーダーが訪れ、夏期は
2,000 ～ 3,000m 級のアルプストレッキング、マウ
ンテンバイク、乗馬、テニス、ゴルフ、キャンピ
ング、フィッシングなどが楽しめる。トレイルラ
ンやスノースポーツの大会が毎年開催され、国立
公園に指定されている自然環境を活用した、アウ
トドアスポーツの楽園でもある。
一時は衰退し廃業したホテルもあったが、近年、
老朽化した施設のリノベーション、ソフト面での
新たな取り組みが進み、温泉とアウトドアスポー
ツのメッカとして通年型のウェルネスリゾートを
前面に打ち出している。若い世代向けのプログラ
ムやイベントの企画にも力を入れている。例えば、
春と秋、約 40 のホテルと 50 名以上のヨガインス
トラクターの協力を得て開かれる「ヨガウィーク」
では、屋外のオープンスペースやホテルのスタジ
オで様々なヨガプログラムに参加できる。冬の
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「レッド・ブル・プレイストリート」では、街の中
の特設スタジオでフリースタイルスキーのダイナ
ミックなパフォーマンスが披露され、注目を集め
ている。
1950 年代の古い施設を大規模改修したガシュタ
イナーハイルシュトレン健康センターは、医師や
各種療法士によるチーム医療が行われている治療・
療養施設であり、ラドンセラピーの最も効果的で
集約的な形態として評価されている。患者は診察
を受け、症状に応じて 2 ～ 3 週間の期間内に 8 ～
12 回坑道に入ることで治療効果が得られる。水着
とバスローブでトロッコ列車に乗り込み、坑道の
約 2 ㎞地点のセラピーエリアで約 60 分間専用の
ベッドに横になる。温度 37℃、湿度 75％からスター
トし、医師のアドバイスにより段階的に温度・湿
度が高くなる、次のセラピーエリア（全 5 段階）
に切り替えることができる。
オーストリアおよびドイツの健康保険が適用さ
れ、欧州各地から毎年訪れる患者も多い。一般の
ビジターも診察を受けてセラピー体験ができる。
スタッフの対応は的確でスムーズ、終始快適なサー
ビスが受けられた。一帯には 18 の温泉地があり、
皮膚や呼吸器官を通じてラドンを血液循環系に浸
透させる温泉浴（ガシュタイン式ラドン浴と呼ば
れる）、吸入療法、泥浴、水中療法、電気療法、マッ
サージ、カイロ療法、健康体操など各種のプログ
ラムが提供されている。
1968年に建設されたテルメは 50周年でリニュー
アルオープンした。青緑を基調とした爽やかな空
間に温度の異なる広い運動浴槽が 2 つ、サウナス
ペース、広々とした休憩スペース、屋外にはスポー
ツプールとリラックスプールがあり、シンプルで
とても利用しやすい。眺望のよい 2 階はレストラ
ンエリア、地下にはフィットネスセンターがあり、
併設されたクリニックでは各種の温泉療法が受け
られる。テルメとサウナを合わせた 1 日チケット
の基本料金は 28.5 ユーロで、冬期にはスキーとテ
ルメを組み合わせた 1 週間のパッケージチケット
図 6　ガシュタイン地方のアウトドア・アクティビティ環境（ガシュタイン観光案内より）
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がお薦めとなっている。
渓谷に連なるバード・ホフガシュタイン、ドル
フガシュタイン、シュポルトガシュタインの 3 地
区と合わせると、ホテル約 80 軒、ロッジ風のペン
ション約 90 軒、自炊ができるアパートメントタイ
プは 300 軒以上ある。国外からのビジターも多い
ため、宿泊施設では、独語以外に、英語、仏語、
伊語の対応標記がされている。
3.2　バード・ゴイゼルン
バード・ゴイゼルンはザルツカンマーグート地
方のハルシュタット湖に近い、人口約 8,000 人の
温泉保養地である。かつて皇帝の離宮がありこの
地方最大の温泉保養地であるバード・イシュル、
ユネスコ世界遺産に登録され世界中から観光客を
集めるハルシュタットの間に位置する静かな街で
ある。一帯は岩塩の採掘が盛んでハプスブルク家
の御料地となり、標高 500 ～ 800m の山あいに 50
余りの湖が点在する風光明媚な地域に多くの王侯
貴族が滞在した。
今も休暇を過ごすために多くの人が訪れるこの
地方の新たな目的地として、2014 年にオーストリ
ア系企業のクア・ツェントルムによりクアセンター
「ヴィヴィア・ゲズントハイツホテル」がつくられ
た。1980 年代からのウェルネス志向の高まりとと
もに、民間のホテルはウェルネスマーケットに積
図 7　左上 ： ガシュタイナーハイルシュトレン健康センター、 右上 ：問診表 （日本語版もある） 記入後、 診察を受
ける、 左下 ： リニューアルオープンしたテルメ、 右下 ： ガシュタイン式ラドン浴の準備をするテルメの療法士
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極的な取り組みを行ってきた。1996 年に健康保険
の適用期間が 4 週間から 3 週間に短縮され、利用
頻度も 3 年ごとから 4 年ごとに引き下げられると、
快適さやクオリティを求める自己負担のウェルネ
ス目的客に対応するための投資が進んだ。タイト
なスケジュールで集中的に治療・療養プログラム
を実施する「コンパクトクア」が開発されたこと、
自己負担による若年層の利用者が増加したことに
より、平均滞在期間は 1 週間弱にまで短くなり、
これらの需要を満たす機能集約型の施設が新たに
整備されるようになった。クア・ツェントルムは、
ドイツとオーストリアで合わせて 12 箇所のウェル
ネステルメ＆ホテルを展開している。
このクアセンターの特徴は、クアミッテルハウ
ス、クアハウス、クアパーク、ホテル全ての機能
を備え、1 週間の滞在を飽きずに過ごせるプログ
ラムがあることである。美しい山並みを臨む敷地
に、自然遊歩道につながる専用の芝生広場、159
の客室、クリニック、テルメ、サウナ、各種セラピー
設備、フィットネスジム、レストラン、カフェ、バー、
小ホール、ライブラリー等を設けた地下 1 階、地
上 5 階建てのウェルネスリゾートホテルである。
どのエリアもゆったりとした空間に自然光が明
るく入る設計で、テルメには障害者専用のプール
もあり、セラピーエリアを含めてバリアフリーが
行き届いている。ペット同伴の宿泊も可能、レス
トランにはベジタリアンやビーガン対応のメ
ニューが揃う。
「静かな時間と心地よい眠り」も重要なコンセプ
トのひとつで、仕事や家庭での忙しい日常生活を
離れ、自己を振り返りながらゆっくりと過ごせる
よう、客室をはじめ施設内の各所にリラックスス
図 8　 上：独・英・仏・伊語版があるガイドブックは提供されるサービスが一目で分かるようになっている 
下：山々と森林に囲まれた立地を活かしたホテルの環境
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ペースが確保されている。
硫黄を多く含む温泉水は、筋骨格系疾患、慢性
関節疾患に治療効果が認められている。伝統的な
温泉療法だけでなく、現代的なセラピーメニュー
が提供されており、専門医や各種療法士、トレー
ナーが常駐し、健康保険も適用される。自由診療
で医師のアドバイスを仰いでプログラムを選ぶこ
ともできる。
7 種のサウナとリラックスエリアは朝早くから
夜遅くまで多くの利用者がおり人気が高かった。
ビューティーエリアには、マッサージやネイル、
フェイシャル等のエステメニューまであり、自然
素材でつくられたコスメも販売されている。四季
折々の新鮮な食材を使ったレストランメニューは
健康に配慮しつつ彩りが豊かでバリエーションに
富んでいる。
ホテルの敷地は森の遊歩道につながり、森林浴
をしながら散策が楽しめる。さらに小さな村々を
つなぐように伸びるハイキング、サイクリングコー
スを行けば、この地方の湖畔や渓谷の風景、地域
の人々の暮らしや文化を感じることができる。
夜にライトアップされるプールに面したホール
はバーカウンターを備え、音楽の生演奏やダンス
が披露される。ダンスフロアでは宿泊者たちがカ
ントリーミュージックに合わせて軽快なステップ
を踏み、笑顔で打ち解けた雰囲気であった。健康
図 9　 左上：障害者専用プール、右上：夜は宿泊者同士の交流タイム、左下：医師が常駐する各種療法エリア、 
下中：カルチャープログラムも充実している、右下：ホテルから森林セラピーの遊歩道がどこまでも続く
－ 45 －－ 44 －
講座やワークショップ、カルチャープログラムも
定期的に開催され、宿泊者同士が交流する場となっ
ている。街の中心部から離れた丘にあるため、夜
になると周囲は暗闇と静寂につつまれる。ちなみ
に子どもは入れず、中年層から高齢層のグループ
の宿泊者が多く見られ、ホテル自体が小さなコミュ
ニティのような雰囲気であった。
おわりに
今回調査で訪れた 4 つの地域は、温泉保養地の
環境づくりという視点から見て、クアオルトとし
ての環境基準を満たしつつ、幅広いウェルネスニー
ズに対応する取り組みを進めていた。長く治療・
療養地として発展してきた地域であっても、温泉
の機能や品質といった価値だけでなく、地域なら
ではの物語性、風情や情緒、快適な空間、高品質
なサービスといった価値を打ち出していくことが
求められている。マーケティングやプロモーショ
ンにおいても、かつては国内を向いていればよかっ
たが、EU 諸国はもちろん新興国の富裕層がター
ゲットになってきている。
日本は四方を海に囲まれ、亜寒帯から亜熱帯ま
での気候や豊かな植生など他の国に類を見ない自
然資源を有し、約 3,000 ある温泉地の多様性や温
泉文化の独自性も世界から関心を集めている。既
に環境省や厚生労働省による温泉や温泉施設の認
証制度があり、熊野や奄美のように地域の自然・
文化資源とドイツの自然療法を組み合わせた試み
を進めている地域もある。
インバウンドの取り組みを含め、ウェルネスツー
リズムのデスティネーションとしてどのようなま
ちづくりが進むのか、日本の温泉地の動向にも注
目していきたい。
注釈
1） Global Wellness Institute (November 2018) 
Global Wellness Tourism Economy Repor t 
2018. GWI は、ウェルネスツーリズムを“travel 
associated with the pursuit of maintaining or 
enhancing one’s personal wellbeing”（個人の
ウェルネスの維持または向上を追求する旅行）
と定義している。
2） 健康増進に効果の認められた気候や自然の要
素を活用した療法。ドイツでは、北部沿岸地
帯の海洋性気候、中級から高山地帯の山岳気
候が代表的である。アレルゲンが少なく大気
の純度が高い地域（保護性気候）では症状の
緩和作用があり、冷気・太陽光線・海風等の
生体に刺激を与える要素がある地域（刺激性
気候）では、転地による気候順応により身体
機能が強化される。
3） 19 世紀にセバスチャン・クナイプ神父（1821
～ 1897 年）が提唱した療法。自然の素材を用
いて治癒力を高める療法で、①水療法：温冷
交互浴（足浴、腕浴、半身浴）、②運動療法：プー
ルや専用路での歩行、③食餌療法：シンプル
でバランスのとれた食事、④植物療法：ハー
ブによる治癒力改善、⑤秩序療法：規則正し
い生活リズムと心身の調和、の 5 つの要素か
ら成る。
4） 金鉱の坑道跡を活用し、温熱療法および気道
と皮膚によるラドン吸収を組み合わせた療法。
ラドンは細胞代謝を刺激し、フリーラジカル
を減らし、炎症を抑制する神経伝達物質を活
性化することで自然治癒力を高める。運動器
系・呼吸器系・皮膚疾患の痛みの軽減、炎症
抑制、免疫機能の安定化の効果が証明されて
いる。
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